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0. 報告日：2012年 8月 18日（金） 

1.参加期間と場所：2012年 7月 30 日（月）～8月 4日（土）、大韓民国・釜山大学 

2.申請者と所属チーム 

資
料
作
成
者 

（所属、学年） 

所
属
チ
ー
ム 

（所属チーム名称） 

 

 

大分大学大学院工学研究科 

建設工学専攻博士前期課程 1年 

 A2_JO3 

（構成員氏名、大学、学年）※自身を含む全員 

（氏名）  Kazuya IWATA、大分大学、M2 

Natsuki HIGUCHI、大分大学、M1 

Yuki SUEYOSHI、九州大学、M1  樋口 夏希  

3.感想と今後の抱負 

 今回の DWSは、中国・韓国・日本の 3ヶ国で行うワークショップということで、約 1週間、

他大学の学生と日中を共にしましたが、発表風景や作業工程などの様々な点で、それぞれ

の国の文化の違い、またその違いの良さというものを感じました。中国の学生は、作業を

とてもスピーディに行う事ができ、英語の会話能力も高く、イメージを存分に膨らませる

ダイナミックな設計を行っていたことが、とても印象的でした。韓国の学生は、コミュニ

ケーションを大事にし、他大学との交流も積極的に行っていたことや、作業と息抜きのバ

ランスのとれた時間の使い方の上手さ、地形を重視した計画能力の高さに優れていると感

じました。最終プレゼンボードは、この違いが大きくにじみ出た作品になったと思います。 

同じテーマ、同じ作業、同じ時間。だからこそ感じることが出来た、それぞれの良さとそ

の違い。今回のワークショップで、お互いに見習うべき点が見えたことは、今後の私たち

にとってとても大きな一歩になると感じました。 

 その一方で、各国の作業工程や使用していたソフトウェアなどはほぼ変わらず、上記の

ような違いを感じる一方で、同じ建築学生としての仲間意識も大きく芽生えました。国が

違えど、目指すものは変わらないということを改めて実感し、嬉しく思います。今後も、

このような国際交流の機会があれば、積極的に参加し、各国の学生達と切磋琢磨して自分

のスキルを磨いていきたいと強く感じました。 

4. 提案作品 

タ
イ
ト
ル 

RAMIFICATION 

（銀賞受賞） 

概
要 

対象敷地であるミルキーバレーは、釜山大学の中心に位置

し、活用されるべき場所であると考えた。しかしながら、現

状は南北を分ける壁のようになってしまっている。よって私

たちは、ミルキーバレーを、南北を分ける存在から繋ぐ存在

へと変えることを提案する。建造物の設計においては、今回

の課題である東道西器を、東道＝アジアらしさ（木造）とし、

木材の特徴である曲げを生かした一つの道を制作した。この

道は複数枚の木板のレイヤーで出来ており、一部は曲げによ

って分かれ、様々な機能を持ったフォリーを形成していく。 
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5. 提案作品のパネル 

 

 


